
3

路
と
、
乗
り
慣
れ
な
い
自
転
車
の
２
つ
の
環
境
の

変
化
に
直
面
す
る
。
今
回
は
、
自
転
車
の
ル
ー
ル
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
通
学
の
距
離
感
や
道
路
の
状
況

を
経
験
す
る
こ
と
、
中
学
校
へ
の
通
学
に
使
用
す
る

自
転
車
に
慣
れ
る
こ
と
に
も
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

牧
田
小
学
校
か
ら
創
徳
中
学
校
ま
で
は
２
・
５

km
以
上
の
距
離
が
あ
る
。

「
ほ
と
ん
ど
の
児
童
は
自
転
車
で
１
回
に
こ
れ

だ
け
の
距
離
を
走
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
の

で
、
思
っ
た
よ
り
長
く

感
じ
た
は
ず
で
す
。
さ

ら
に
、
幹
線
道
路
を
ど

の
く
ら
い
の
数
の
ク
ル

マ
が
走
っ
て
い
る
か
を
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鈴鹿市立牧田小学校 [自転車教室]

実際の交通場面を体験しながら、
児童が安全な自転車通学の方法を身につける

２
月
22
日
、
三
重
県
鈴
鹿
市
立
牧
田
小
学
校

（
栗
本
修
校
長
）
の
６
年
生
68
名
を
対
象
に
自
転

車
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
同
小
学
校
を
卒
業
す
る

児
童
の
ほ
と
ん
ど
は
鈴
鹿
市
立
創
徳
中
学
校
に
進

学
し
、
通
学
に
自
転
車
を
利
用
す
る
。
今
回
の
自

転
車
教
室
で
は
、
児
童
た
ち
が
同
小
学
校
か
ら
創

徳
中
学
校
ま
で
自
転
車
で
走
っ
て
み
る
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

指
導
を
担
当
す
る
の
は
、
鈴※

１

鹿
モ
ビ
リ
テ
ィ
研

究
会
の
相
浦
和
則
主
任
を
は
じ
め
、
鈴
鹿
市
役
所

や
鈴
鹿
警
察
署
の
担
当
者
、
鈴
鹿
市
交
通
教
育
指

導
員
３
名
、
牧
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
12
名
、

あ※
２

や
と
り
ぃ
同
好
会
19
名
。

児
童
は
４
名
で
１
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
各

グ
ル
ー
プ
を
相
浦
さ
ん
、
あ
や
と
り
ぃ
同
好
会
の

メ
ン
バ
ー
が
先
導
し
て
進
む
。
鈴
鹿
市
交
通
教
育

指
導
員
や
、
牧
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
は
途
中

の
街
頭
に
立
っ
て
、
児
童
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

児
童
は
中
学
校
入
学
後
、
通
り
慣
れ
な
い
通
学

自
分
の
肌
で
感
じ
る
こ
と
も
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
早
い
う
ち
に
経
験
し
て
お

く
こ
と
が
余
裕
の
あ
る
運
転
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
相
浦
さ
ん
。

牧
田
小
学
校
か
ら
創
徳
中
学
校
ま
で
、
児
童
た

ち
は
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
走
る
。
指
導
す
る
大
人

か
ら
「
実
際
に
通
学
す
る
時
の
よ
う
に
、
自
分
一

人
で
走
行
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
臨
む
よ
う

※1 鈴鹿モビリティ研究会＝鈴鹿
市とHondaが、将来のより良
い交通環境づくりをともに進
めることを目的として1993年
に設立され、道路環境の改善
や交通安全プログラムの開発、
教育の実施などを行っている。

※2 あやとりぃ同好会＝Hondaを定
年退職した有志で構成され、
ボランティアで幼児、小学生、
高齢者などを対象にした交通
安全教室で指導を行っている。

に
」
と
児
童
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

「
児
童
は
前
を
走
る
大
人
が
行
く
と
安
全
だ
と

思
っ
て
、
安
全
確
認
が
不
十
分
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
の
で
、
何
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
か
考
え
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
相
浦
さ
ん
は
言

う
。牧

田
小
学
校
で
生
活
指
導
を
担
当
す
る
杉
本
和

寿
教
諭
は
、「
街
頭
で
見
守
る
方
々
が
、
確
認
せ

見通しの悪い場所では
左右の安全を確認

児童は創徳中学校に向かうため、まず自転車を
押して校門へ。校門の前の歩道に出る時は一時
停止して、歩行者や自転車が接近していないか
左右を確認する。歩道まで自転車を押してから
自転車に乗り、後方を確認して出発。1列にな
って歩道を走行する。（牧田小学校～創徳中学
校の経路にある歩道はすべて自転車通行可） 横断歩道では

自転車を押し歩き
信号機のある交差点にさしかかる。自転車横断
帯がなく、横断歩道のみの場合は一度、自転車
を降りて、押し
て歩く。自転車
横断帯が設けら
れている場所で
は、自転車に乗
ったまま走行す
る。

車道では道路の
左側端を走る

創徳中学校近くの道路は、路側帯もなく車道と
歩道に分離されていない。先導する指導者らが
道路の左側端を1列になって進むように伝える。

信号機のない交差点では
クルマの動きに注意

途中には信号機のない交差点がいくつかある。
「止まれ」の標識がある場所では、必ず一時停
止。「止まれ」の標識がない場所でも、通過す
る前に左右をよく確認して、クルマが接近して
いれば止まって待てる余裕を持つようにアドバ
イスした。

自転車に乗る時は
ヘルメットを着用する

児童は自転車に乗る前に、全員がヘルメットを
着用。牧田小学校では、自転車に乗る時（放課
後や休日）はヘルメットを着用することになっ
ている。これを受けて、PTAでもヘルメット購
入の斡旋をしているので、小学校入学時に制服
などと一緒に購入する保護者が多いという。

連載 1

1

2

3

4
5

自
転
車
で
走
っ
た
こ
と
の
な
い

距
離
を
経
験
す
る

集
団
で
走
っ
て
い
て
も
一
人
で
走
っ

て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る

実
際
の
交
通
場
面
を

体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
意
義

児童を事故から守りたいという地域の方々の協
力によって、小学校の外で行う実践的な自転車
教室が開催されている

創徳中学校までの経路の中の注意すべきポ
イントで、どのようにアドバイスするかを
事前に指導を担当する全員で確認

経路の途中では、あやとりぃ同
好会やPTAの方々が声をかけ、随
時アドバイスを行った

実際の交通場面で学ぶ自転車のルール（14:00～15:00 牧田小学校～創徳中学校往復）

ポ
イ
ン
ト
①

ポ
イ
ン
ト
②

街
頭
で
見
守
る
大
人
か
ら
の

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

ポ
イ
ン
ト
③

ず
に
飛
び
出
す
子
ど
も
に
は
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ
る
の
で
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
で
は
自
転
車
の
運
転
技
術
は
う
ま

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
聞
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
わ
か
っ
て
い
て
も

現
実
に
で
き
て
い
な
い
部
分
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
今
回
の
意
義
を
語
る
。

牧
田
小
学
校
で
は
小
学
３
年
生
か
ら
校
庭
で
の

自
転
車
教
室
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

そ
の
総
仕
上
げ
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。
参
加
し
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
か
ら
は
「
中
学
校
に
進
学
し
た
ら
、

す
ぐ
に
一
人
で
自
転
車
通
学
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
事
前
に
通
学
路
を
体
験
し
、
危
険
箇
所
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
親
と
し
て
は
安
心
で

き
ま
す
」「
校
庭
で
練
習
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

現
実
の
交
通
に
合
わ
せ
た
対
応
力
を
学
べ
ま
せ

ん
。
公
道
を
走
る
自
転
車
教
室
は
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
の
協
力
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

杉
本
教
諭
に
よ
れ
ば
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
児
童
は
「
大
き
な
通
り
の
ク
ル
マ
の
量
に
び
っ

く
り
し
た
」「
自
転
車
横
断
帯
の
な
い
横
断
歩
道

で
は
、
降
り
て
押
し
歩
き
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
商
業
施
設
の
駐
車
場
か

ら
出
入
り
す
る
ク
ル
マ
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
」
と
答
え
て
い
た
と
い
う
。
小
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
方
々
の
思
い
は
児
童
た
ち
に
届

い
て
い
る
。


